2004年度夏学期　社会１（市野川容孝）　過去問
※持ち込みは一切、不可
試験時間　60分

【１】以下の［１］～［10］に入る最も適当な語句を、後の語群から選び、記号で答えよ。
　社会学者のＰ・バーガーとＴ・ルックマンは、社会的存在としての人間の生を、三つのモメントに分けている。その第一は［　１　］であり、人間は他の高等哺乳動物と異なり、いわば〈未完成のまま〉生まれてくるがゆえに、その生活様式や生存のあり方を生後、自分自身で構築・獲得していかなければならないという事態をさす。しかし、人間自身が作り出す様々な生活様式は、個々人の意思や生を超えて、一つの客観的現実として存在するようになる。これをバーガーとルックマンは［　２　］と呼ぶ。さらに、この客観的現実となった生活様式を、人間が他の人間とのコミュニケーションを通じて学習していく過程を、バーガーとルックマンは［　３　］と呼んでいるが、これは社会学で一般的に用いられる［　４　］という概念とほぼ同義である。
　アメリカの［　５　］は、人間が社会性を獲得していく契機として、発話行為と遊戯に注目しながら、これらを通じて子どもは、徐々に他者の視点を内に取り込んでいくとし、この内面化された他者を［　６　］と呼んだ。この他者は、play（ごっこ遊び）の段階では、具体的で個別的なものだが、遊戯が規則を有する game に高度化するにすれて、次第に抽象化していき、［　７　］という形をとるに至る。内面化された他者という視座は、フロイトの［　８　］という概念にも見られ、フロイトは、その形成を「エディプス期」と名づけた３歳から５歳の頃の子どもに求めた。
　しかしながら、人間は、所与の規範をただ受動的に習得するだけではない。成長にともなって、所与の規範を反省的・批判的に吟味する能力もつちかわれるのであり、道徳性の発達過程を考察したコールバーグは、そうした段階を［　９　］と呼んだ。だが、コールバーグの見解に対して、［　10　］は、彼の視座が、道徳の発達を「正義」の観点からのみ捉えるもので、それとは異なる方向性をもった「ケア」という視点が欠けていると批判した。

	［ａ］ギリガン　　［ｂ］ワロン　　［ｃ］ミード　　［ｄ］ピアジェ　　［ｅ］ベルグソン　　［ｆ］客体化　　［ｇ］内在化　　［ｈ］社会化　　［ｉ］外在化　　［ｊ］主我（I）　　［ｋ］エス　　［ｌ］超自我　　［ｍ］客我（me）　　［ｎ］一般化された他者　　［ｏ］postconventional stage　　［ｐ］universalism　　［ｑ］開かれた道徳


【２】以下の［１］～［10］に入る最も適当な語句を、後の語群から選び、記号で答えよ。
　今日、われわれが例えば英語で単に economy あるいは economics と呼んでいるものは、18世紀後半のヨーロッパにおいて［　１　］と呼ばれるのが常であった。それは、 economy の語源であるギリシア語が本来［　２　］を意味するにとどまり、国家社会の規模での経済（学）を意味するためには、それなりの修飾語が必要だったからである。この18世紀後半の経済学は、例えばＡ・スミスにおいて一つの明確な像を結ぶ。各人の自己利益の追求が「見えざる手」に導かれ、意図せざる結果として社会全体の繁栄をもたらすというスミスの説は、［　３　］学派に属するフランスのグルネーが、その学派の基本理念を示すために用いた［　４　］という言葉に重ねて理解されることが多い。
　しかしながら、19世紀に入ると、スミスに代表される［　１　］には、さまざまな疑問や批判が向けられることになる。例えば［　５　］は、スミスの学説のフランスへの導入に努めた人物の一人だが、彼は、機械化にともなう失業の増大や、過剰生産としての恐慌という、資本主義経済の負の側面に、いち早く注意を向けた。また、スミスの本国であるイギリスでも［　６　］が、富の単なる増大ではなく、その適正な分配を考えることの必要性を訴えた。彼は、ベンサムの思想を継承しながら、富の平等な分配こそが社会全体の［　７　］を最大化すると説いたが、同時に、英語圏で最も早く［　８　］という言葉を用いた人物でもある。さらに［　９　］という言葉を最初に用いたことで知られるフランスのコントは、経済活動の無制限の自由という考えを批判した。これら一連の疑問や批判は、ある共通した言葉を中心に編成されているが、19世紀にこの言葉に込められた意味は、今日でも、例えばドイツやフランスの現行憲法に見られる［　10　］という自己規定に継承されており、これは「福祉国家」とほぼ同義である。

	［ａ］重農主義　　［ｂ］重商主義　　［ｃ］social science　　［ｄ］social economy　　［ｅ］political economy　　［ｆ］家政　　［ｇ］マルクス　　［ｈ］シスモンディ　　［ｉ］トムソン　　［ｊ］Ｊ・Ｓ・ミル　　［ｋ］レッセ・フェール（自由放任）　　［ｌ］社会学　　［ｍ］社会主義　　［ｎ］社会（的）国家　　［ｏ］民主（的）国家　　［ｐ］効用　　［ｑ］労働価値


【３】以下の見解を論評せよ。（※日本語を母国語としない者の英語での解答を認める）
	　高い離婚率は、近代的な個人主義の価値観がその社会に浸透していることを示す指標である。　


【４】M.Weber の宗教社会学について、以下の用語（初出の際に□で囲むこと）を少なくとも一度、用いて述べよ。（※日本語を母国語としない者の英語での解答を認めるが、その際は以下の用語を適切に英訳し、初出の際に□で囲むこと）
	　伝統主義　　儒教　　現世内的禁欲　　現世逃避的瞑想　


